
無
常
佛
性

の
考
察

河

村

孝

道

道
元
繹
師
の
宗
教
思
想
の
展
相
は
佛
教
の
深

い
傳
統
思
想
を
基
盤
と

し
乍
ら
も
、
其
上
に
自
己
の
身
謹
髄
験
を
通
し
た
宗
眼
の
濁
自
性
に
依

る
展
開

で
あ
つ
た
。
是
事
は
本
稿
が
考
察
せ
ん
と
す
る
正
法
眼
藏
佛
性

巻
に
於

て
も
顯
著
に
み
ら
れ
る
虜
で
あ
る
。
是
庭
に
は
輝
師
の
濁
自
な

る
佛
性

の
展
相
と
し
て
の

「無
常
佛
性
」
を
取
上
げ
考
察
し
た
い
。

(
一
)
、
佛

性
巻
第
六
段
に
は
浬
葉
経
の
常
・無
常

の
眞
義
を
明
か
し
、
以

て
佛
性
常
住
思
想
を
閲
明
せ
る
六
租
慧
能
の
見
解
-
「

六
租
示
二門
人

行
昌
一云
、
無
常
者
郎
佛
性
也
。
有
常
者
即
善
悪

一
切
諸
法
分
別
心
也
」

を
墨
げ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
佛
性
の
眞
義
と
し
て
拮
提
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
無
常
佛
性
説
は
初
期
の
繹
宗
關
係
資
料
に
於
て
は
見
出
し
え
ず
、

六

祀
を
以

て
そ
の
嗜
矢
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
昌
は
壇
経
に
於
て

「経

説
二佛
性
是
常
輔
和
尚
卸
言
二
無
常
殉
豊
量
心諸
法
乃
至
菩
提
心
皆
是
無

常
、

和
爾
郡
言
二
是
常
一
。此
」即
相
違
、
令
三學
人
轄
加
二疑
惑
こ

と
、
そ

れ
が
全
く
異
質
な
説
で
あ
る
こ
と
に
疑
議
し
て
い
る
。
是
は
道
元
輝
師

に
あ

つ
て
、
佛
性
巻
に

二

切
衆
生
悉
有
佛
性
・如
來
常
佳
無
有
攣
易
L

を
學
示

し
て
佛
性
論
立
の
基
底
と
さ
れ
て
お
り
乍
ら
も
、
他
方
こ
の
六

祀
の
佛
性
無
常
語
を
拮
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
照
鷹
し
て
、
是
等
の
矛

盾
は
如
何
様
に
解
さ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

(
一
)
、

六
租
は
壇
経
に
於
て

「
汝
知
否
佛
性
若
常
更
読
二
什
慶
善
悪
諸

法
。
乃
至
窮
レ劫
無
レ
有
下
一
人
獲
二菩
提
心
一者
上
。故
吾
説
二無
常
。
正
是

佛
説
眞
常
道
也
。

又

一
切
諸
法
若
無
常
者
即
物

物

皆
有
二自
性
一容
二受

生
死
。
而
眞
常
性
有
二不
偏
之
腱
↓
故
吾
説
常
者
正
是
佛
説
眞
常
常
義
」

と
答
え
て
い
る
。
斯
か
る
六
祀
の
覗
黙
を
更

に
高
次

に
道
元
灘
師

は

(1)

「
無
常
の
み
つ
か
ら
無
常
を
説
著
行
著
謹
著
せ
ん
は
、
み
な
無
常
な

る
べ
し
。
今
以
現
自
身
得
度
者
、
即
現
自
身
而
爲
読
法
な
り
。

こ
れ
佛

性
な
り
。
さ
ら
に
或
現
長
法
身
、
或
現
短
法
身
な
る
べ
し
。
常
聖
こ
れ

無
常
な
り
、
常
凡
こ
れ
無
常
な
り
」
、
吻

「常

者
未
轄
な
り
。
未
轄
と

い
ふ
は
、
た
と
ひ
能
断
と
攣
ず
と
も
、
た
と
ひ
所
断
と
化
す
れ
ど
も
、

か
な
ら
ず
し
も
去
來

の
躍
跡
に
か
か
は
れ
ず
、

ゆ
ゑ
に
常
な
り
」
と
、

そ
の
無
常
と
常
佳
と
の
眞
義
を
敷
衛
さ
れ
、
其
庭
に
佛
性
そ
の
も
の
の

本
質
相
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。
外
道
二
乗
の
如

き
断
常
二
見
の
封
待
的

分
別
で
以
て
常
・無
常
を
み
、
佛
性
及
び
」
切
諸
法
を
測
度
す
べ
き
で
な
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一
一
六
二

く
、
そ
れ
を
超
え
て
却
つ
て
其
等
の
見
解
の
出
つ
る
以
前
の
無
爲
法
。

無
相
の
實
態
を
無
常
と
言
い
、
從
つ
て

一
切
の
存
在
は
無
常
み
つ
か
ら

の
現
成

の
姿
で
あ
り
、
そ
の
無
常
が
無
常
な
る
儘
に

一
切
諸
法
の
各
々

の
佳
法
位
の
相
と
し
て
現
成
し

て
い
る
當
相
が
即
ち

「
常
者
未
轄
な

り
」
と
言
わ
れ
る
佛
性
常
住
の
眞
義
た
る
謂
で
あ
る
。
郎
ち
無
常
が

一

切
諸
法

の
實
態
で
あ
り
、
こ
の
實
態
の
上
に
諸
法
の
現
成
が
あ
り
え
て

い
る
、

正
に
其
事
實
が
佛
性
未
轄
の
無
邊
際
常
恒
性
に
外
な
ら
ず
、
そ

れ
が

一
切
悉
有
の
絶
封
的
眞
實
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
一
)
、
常

・
無
常

の
眞
義
が
斯
く
道
取
さ
れ
る
根
抵
は
何
に
因
つ
て
で

あ
ろ
う

か
。
是
を
要
す
る
に

「
色

ハ
無
常
ナ
リ
、
受
想
行
識

ハ
無
常
、
一

切
ノ
行

ハ
無
常
ナ
リ
」
、
「
諸
行
ヲ
観
ズ
ル
ニ
悉
ク
皆
無
常
ナ
リ
、
云
何

ガ
知

ル
ヤ
、因
縁
ヲ
以
テ
ノ
故
ナ
リ
、
若
シ
諸
法

ノ
縁

ヨ
リ
生
ズ
ル
コ
ト

ァ
ル
モ
ノ
ハ
、
則
チ
無
常
ナ
リ
ト
知
ル
」
、
「
一
切
ノ
有
爲
法

ハ
無
常
ナ

リ
ト

ハ
、新

々
二
生
滅

ス
ル
ガ
故

二
、
因
縁

二
属
ス
ル
ガ
故

二
、増
積

セ

ザ
ル
ガ
故
ナ
リ
…
…
生
ズ
ル
時
來
塵
ナ
ク
、
滅

ニ
モ
亦
去
庭
ナ
シ
、
是

故

二
無
常
ト
名
ヅ
ク
」
、
「
皆
是

レ
因
縁
和
合
ノ
生
ナ
ル
ガ
故

二
無
自
性

ナ
リ
、
無
自
性
ナ
ル
ガ
故

二
畢
寛
室
ナ
リ
」
等
と
あ
る
如
く
、
歴
史
的
に

は
原
始
佛
教
に
於
け
る
縁
起
無
常
観
よ
り
大
乗
佛
教

へ
の
流
れ
、
特
に

龍
樹
に
依
つ
て
無
自
性

・
室
と
い
う
實
践
的
行
観
に
ま
で
深
化
せ
し
め

ら
れ
た
無
常
の
實
践
的
把
握
と
し
て
の
般
若
の
室
に
蹄
因
す
る
。
室
は

無
常
現
成
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ

つ
て
、
「
般
若
波
羅
密
ヲ
行
ゼ

ン
ト
欲

セ
バ
、
色

コ
レ
無
常

二
佳
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
受
想
行
識

コ
レ
無
常

二
佳

ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
何
ヲ
以
テ
ノ
故

二
。
無
常

・無
常
ノ
相
、
室
ナ
リ
。

無
常
室
ノ
故

二
無
常
ト
名
ヅ
ケ
バ
、
室
ヲ
離

レ
テ
マ
タ
無
常
ナ
シ
。
無

常
ス
ナ
ハ
チ
コ
レ
室
、
室
ス
ナ
ハ
チ

コ
レ
無
常

ナ
リ
L
が
示
す
様
に
、
諸

法
現
成
に
於
け
る
縁
起
無
相
の
實
態
を
そ
の
現

成
の
相
の
儘
に
把
握
し

生
か
し
む
る
實
践
的
露
趣
で
あ

つ
た
。
斯
か
る
室
観
を
背
景
と
し
て
浬

葉
経
の
佛
性
常
佳
思
想
の
展
開
が
あ
り
え
、
そ

こ
に
著
眼
し
て
の
無
常

佛
性

の
道
取
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
室

の
佛
性

へ
の
深
化

・
展

開
で
あ
る
と
同
時
に
原
始
佛
教
の
無
常
観

へ
の
還
露
で
も
あ
つ
た
と
言

い
う
る
。

(
一
)
、
「佛
性
者
第

一
義
室
…
…
十
二
因
縁
佛
性
」
、
「佛
性

非
常
非
無

常
」
、
「佛
性
者
謂
畳
塵
及

一
切
法
、
從
レ
縁
無
性
名
爲
二
佛
性
一」
と
説

か
れ
る
縁
起

・
無
自
性

・
室
こ
そ
無
常
内
容

の
指
語
で
あ
り
、
然
も
こ

の
法
起
法
滅
の
縁
生
の
無
常
の
姿
が
佛
性
そ

の
も
の
の
事
實
で
あ
り
、

そ
れ
が
吾

々
を
通
貫
す
る
原
本
的
な
る
眞
實
相
に
外
な
ら
な
い
。
佛
性

巻
に
は

「什
麿
物
慈
磨
來
」
を
佛
性

の
本
義
と
し
、
そ
こ
に
無
佛
性
.

有
佛
性
を
説
立
さ
れ
て
い
る
の
も
、
蓋
し
斯
か
る
縁
起
無
相
の
法
に
著

眼
レ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

一
切
存
在
の
無
常
現
成
し
て
斯
く
生
き
い
き

と
あ
り
え
て
い
る
こ
と
の
絶
封
的
事
實
を
指
向
す
る
が
故
で
あ
る
。
斯

く
み
れ
ば
無
常
は
軍
な
る
世
間
的
概
念
に
於
け
る
圭
我
圭
情

の
眼
に
映

ず
る
情
緒
的
無
常
哀
感
で
も
な
け
れ
ば
、
客
観
的
に
認
識
封
象
化
さ
れ

る
無
常
観
で
も
あ
り
え
ず
、
謂
者
無
常
が
吾

々
の
生
命

・
存
在
已
前
の

本
然
な
る
根
本
的
實
態
で
あ
り
、
同
時
に
現
實

に
存
在
の
絶
封
的
事
實
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で
あ
つ
て
、
情
感
し
観
照
す
る
其
事
す
ら
も
無
常
現
成
相
の
上
の
意
識

経
験
の
様
態
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
輝
師
は

「観
世
間
生
滅
無
常
心
亦

菩
提
心
也
」
、
「
観
心
無
常
、
す
な
は
ち
如
來
大
圓
毘
な
り
、
大
圓
豊
如

來
な
り
…
…
無
上
正
等
魯
廻の
現
成
、
す
な
は
ち
無
常
な
り
、
観
心
な
り
」

と
無
常

の
絶
封
相
を
示
さ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
、
無
常
を

「観
ズ
ル
」

と
は
無
常

の
観
想
で
は
あ
り
え
ず
、
観
想
も
畢
寛
無
常
そ
の
も
の
の
上

で
の
意
識

活
動
の
展
相
で
あ
つ
た
か
ら
し
て

「能
観
所
観
に
か
か
は
れ

ず
、
正
観
邪
観
等
に
準
ず
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
」
無
常
正
見
の
謂
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
無
常
な
る
自
己
が
無
常
な
る
自
己
と
し
て
無
常

現
成
す
る

こ
と
-
自

己
の
本
來
的
生
命
の
實
態
た
る
無
常
法
を
そ
の

無
常
の
眞
實
態
の
儘
を
受
容
し
具
現
實
謹
す
る
自
己
そ
の
も
の
の
生
活

態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
時

々
々
、
即
庭
々
々
の
佳
法
位

の
行
蓋

と
い
う
無
常
随
順

の
あ
り
方
こ
そ
、
無
常
が
印

「
獲
菩
提
心
」
と
か

「無
上
正
等
豊
の
現
成
」
と
道
わ
れ
得
る
所
以
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
斯

か
る
各

々
の
佳
法
位
の
蓋
力
の
姿
こ
そ
佛
性
常
佳
の
事
實
に

外
な
ら
な

い
。
故
に
先
人
が

「
水

ハ
流
レ
ル
ガ
常
佳
、
芽

ハ
伸
ビ
ル
ガ

常
住
…
…
幾
度
逢
春
不
攣
心
-
春

二
逢
フ
タ
ラ
芽
ヲ
フ
ク
ガ
不
攣
心

デ
ア
リ
、

ソ
ノ
不
攣
心
ヲ
常
佳
ト
言
フ
」
と
註
す
る
の
は
、
畢
寛
無
常

が
存
在
本
然
の
眞
實
相
で
あ
り
、
そ
れ
が
佛
性
常
佳
の
無
限
な
る
働
き

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
虜
に

「
無
常
者
佛
性
、
有

常
者
善
悪

一
切
諸
法
」
の
道
取
が
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。

(
一
)
、
從
來
、
道
元
灘
師
の
獲
心
の
基
底
を
無
常
観
に
お
か
れ
、
然
も

往

々
に
し
て
そ
れ
が

「
念

々
止

マ
ラ
ズ
、
日
々
遷
流

シ
テ
無
常
迅
速
ナ

ル
コ
ト
眼
前
ノ
道
理
」
と
か

コ

期

ハ
夢
ノ
如

シ
、光
陰

ハ
早

ク
移
ル
、

露
ノ
命

ハ
消

工
易
シ
。
時

ハ
人
ヲ
待
タ
ズ
L
等

の

『
随
聞
記
』

に
見
ら

れ
る

一
見
圭
情
的
味
嘆
的
無
常
感
の
色
彩
あ
る
庭
よ
り
し
て
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
参
學
者
の
日
常
に
即
し
て
具
髄
的
に
卒
易

に
學
道

へ
の
指
向
と
用
心
を
講
示
さ
れ
る
か
ら

で
あ
つ
て
、
移
ろ
ひ
ゆ

く
生
命
無
常

へ
の
輩
な
る
嵯
嘆
に
獲
す
る
も
の
と
の
み
観
て
は
そ
の
眞

意
を
得
な
い
。
む
し
ろ

「無
常
佛
性

・
観
心
無
常
即
如
來
大
圓
畳
」
と

い
う

『
正
法
眼
藏
』
に
於
け
る
無
常
観
が
基
底
と
な
る
こ
と
に
於
て
、

却

つ
て
…熾
烈
に
随
聞
記
等
の
日
常
具
髄
的
な
る
無
常
観
の
説
示
が
あ
り

え
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
刃
是
事
は
観
無

常
が
必
ず

「
吾
我
ヲ
離

レ
」
「
生
死
ノ
繋
縛

ヲ
離
レ
」
る
菩
提
心
の
要
因

と
し
て
あ

る

こ
と
、

然
も
獲
菩
提
心
と
は

「
境
獲
に
あ
ら
ず
、
智
獲
に
あ
ら
ず
、
菩
提
心
獲

な
り
、
獲
菩
提
心
な
り
」
と
あ
つ
て
、
そ
れ
が
吾

々
の
恣
意
・強
爲
を
超

え
て

一
切
を
現
成
せ
し
め
る
存
在
本
然

の
實
態
た
る
本
説
の
お
の
つ
か

ら
な
る
自
己
獲
動
に
外
な
ら
ず
、
無
常
は
そ
の
無
相
本
然
の
法
そ
の
も

の
の
實
相
を
表
顯
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
明
ら
か
と
な
る
。

其
故
に

「
如
何
に
無
常
を
説

・
行

・
談
す
る
も
却

つ
て
無
常
そ
の
も
の

の
性
用
で
あ
り
、
或
現
長
法
身

・
或
現
短
法
身

の
生
き
い
き
た
る
無
常

現
成
の
諸
相
が
佛
性
現
成
の
事
實
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

自
己
は
本
來
的
に
無
常
の
自
己
で
あ
り
、
そ
の
無
常
現
成
が

一
切
悉
有

を
貫
ぬ
く
實
態
で
あ
り
、
正
に
そ
の
住
法
位
の
各
々
の
無
常
現
成
の
事

無
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二
六
四

實
が
佛
性
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
是
事
は
繹
師
の
佛
性
の
把

握
が
輩

な
る
成
佛

へ
の
可
能
態
と
か
、
或
は
塞
性
的
債
値
性
と
か
い
う

抽
象
的

・
形
而
上
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、

一
切
悉
有
の
各
々
の
現

リ
ア
リ
テ
ィ

成
の
事
實
そ
の
も
の
が
佛
性
の
現
成
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ

と
と
思

い
合
わ
せ
れ
ば
分
明
で
あ
ろ
う
。
然
し
て
斯
か
る
無
常
現
成
の

自
己
の
實
相
な
る
が
故
に
而
今
の
自
己
の
實
存
的
生
命
は
寸
時
も
ゆ
る

が
せ
に
し
え
ざ
る
絶
封
的
償
値
性
を
有
ち
、
從
つ
て
こ
の
本
來
的
實
態

を
昧
ま
す
情
謂
的
日
常
相

へ
の
無
限
な
る
返
照
の
眼
と
、
無
常
を
無
常

の
儘
に
正
見
し
現
成
せ
し
め
る
本
謹
受
用
の
無
限
な
る
行
道

(行
持
)

と
が
必
須

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
輝
師
に
於
け
る
無
常
観
は
あ
く
ま

で
自
己
本
來
の
生
命
の
眞
實
態
で
あ
り
、
そ
の
無
常
の
訂
己
が
無
常
に

な
り
切
る
無
常
現

成
の
随
順
行
の
外
で
は
あ
り
え
な
か

つ
た
の
で
あ

る
。(

一
)
、
斯
く
て
無
常
佛
性
は

「什
磨
物
悠
磨
來
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
、

一
切
悉
有

の
現
成
が
什
歴
と
い
う
無
相

・
無
常
の
法
の
上
に
縁
生
し
斯

く
あ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
其
住
法
位
の
事
實
態
で
あ
つ
た
。
起
信
論
は

「
忽
然
念
起
」
と
そ
の
縁
起
無
常
の
實
相
を
示
し
て
い
る
が
、
無
常
が

本
來
的
自
己
の
實
態
で
あ
る
と
は
畢
寛
縁
生
縁
滅

の
法

の
運
爲
を
言

い
、
そ
の
法
の
施
爲

の
儘
に
斯
く
現
成
し
て
あ
り
え
て
い
る
自
己
で
あ

り

一
切
存
在
の
實
相
で
あ
る
。
斯
か
か
る
法
の
不
噺
に
縁
起
縁
滅
す
る

無
限
の
流
動
相
、
存
在
の
本
來
的
無
相
の
實
態
こ
そ
無
常
で
あ
り
、
そ

の
法
の
蓮
爲
に
現
成
す
る

一
切
法
が
佛
性
そ
の
も
の
の
眞
實
で
あ
る
か

ら
し
て

『草
木
叢
林
の
無
常
な
る
、
す
な
は
ち
佛
性
な
り
。
人
物
身
心

の
無
常
な
る
、

こ
れ
佛
性
な
り
。
國
土
山
河
の
無
常
な
る
、

こ
れ
佛
性

な
る
に
よ
り
て
な
り
。
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
、

こ
れ
佛
性
な
る
が
ゆ

ゑ
に
無
常
な
り
、
大
般
浬
繋
、

こ
れ
無
常
な
る
が
ゆ
ゑ
に
佛
性
な
り
」

と
説
か
れ
る
。

つ
ま
り
、
佛
性
が
常

・
無
常
の
封
待
的
限
定
の
も
の
で

は
な
く
現
實
諸
法
の
各

々
の
佳
法
位

の
生
き
い
き
た
る
存
在
の
事
實
そ

の
も
の
-
無

常
が
無
常
を
説
き
ぬ
く
姿
が
佛

性
現
成

の
事
實

で
あ

り
、
佛
性

の
顯
現
が
諸
行
無
常
の
存
在
の
現
實
面
に
無
限
に
自
己
を
開

示
す
る
姿
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
無
常
を
観
と
し
て
で
な
く
本
然
の
相

と
し
、
存
在
の
事
實
と
し
て
身
謹
す
る
無
常
現
成
の
随
順
行
が
無
常
佛

性
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
庭
に
輝
師
の
所
論

の
眞
義
と
そ
の
凋
自
性

が
存
す
る
と
言

い
え
よ
う

(引
用
省
略
)
。

保

坂

玉

泉
氏
 
(本
學
會
理
事

・
駒
澤
大
學
総
長
)

は
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
八
日
急
性
肺
炎
の
た
め
死
去
さ

れ
た
。
享
年
七
十
八
歳
。

塩

田

義

遜
氏
 (本
學
會
評
議
員
・
身
延
山
短
大
教
授
)

は
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
十

一
日
拶
軟
化
症
の
た
め
死
去

さ
れ
た
。
享
年
七
十
六
歳
。
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